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	オーラルセッションの参加手順�（聴講者）���
	１．聴講時の規則：��１）入室時に参加者リストの氏名を「氏名、所属」に書換え�２）質問時以外にはマイク・ビデオをOFFにする�３）講演画面の録画は禁止�４）チャットの使用は自由だが、全員宛の発信は、�　　セッション運営の妨げになるので禁止��
	２．質疑応答の方法：��１）口頭質疑応答：�　　Zoomの挙手機能を用いて質問要求を出して、座長から質問指名が�　　あったらマイク・ビデオONにして口頭で質問を行い、質疑応答後�　　マイク・ビデオをOFFにする�　　・挙手操作は、画面下段の「反応」アイコンもしくは�　　　参加者リストの右下の挙手アイコンを用いる�　　・質疑後、挙手を必ず下げる���
	２）各Zoomアカウントに、談話室１～８のブレークアウトルーム�　　を用意しているので、発表者との自由な意見交換に利用可能。�　　ブレークアウトルームへの自由な入出のために、Zoomアプリ�　　のバージョンは必ず5.3.0以降の物に更新すること����

